
 

 

 

 

 

 

令和 ３年１１月３０日発行 

【校訓】共に生きる 

生徒数 ３０１名 

     家庭数 ２８２家庭 

校長室から   「全国学力・学習状況調査より」     中根台中学校   湯原 徹           

第３学年生徒が5/27に取り組んだ「全国学力・学習状況調査」の結果について、10月付けで、生徒個票（国語科と数学
科の結果）を返却しました。遅くなりましたが、「生徒質問紙」における生活習慣や学習環境に関する内容について、特徴的
ないくつかの結果と分析についてご報告します。なお、本校 HP「学校からのお知らせ」において、茨城県教育委員会がまと
めた本県の課題と成果「R3全国学力・学習状況調査の成果と課題(茨城県)について」のリンクを貼っています。よろしけれ下
記リンクアドレスをクリックしてご覧ください。 

http://www.city.ryugasaki.ibaraki.jp/nakanedaichu/news/R3zennkokugakusyuu.html 
 

中根台中学校（３学年生徒）で、肯定的な回答が全国平均を上回っている項目（よい点） 
(1)質問：将来の夢や目標をもっていますか。 
本校：72.1％、全国：68.6％ 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた割合が、全国平均を上回ってい
ます(＋3.5%）。 
(2)質問：地域や社会をよくするために何をすべき考えることがありますか。 
本校：50.5％、全国：43.8％ 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた割合が、全国平均を上回ってい
ます(＋6.7%)。市で取り組んでいる「龍の子人づくり学習」で、昨年度は市の魅力発見調べを行いました。3年生においても
継続してシティズンシップ教育を行っていきます。 
(3)質問：人が困っているときは、進んで助けていますか。 
本校：89.2％、全国：88.5％ 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた割合が、全国平均を上回ってい
ます(＋０.7%)。 
(4)質問：友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができていますか。 
本校：97.９％、全国：96.5％ 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた割合が、全国平均を上回ってい
ます(＋１.４%)。互いを認め、尊重し合うなかで、受容的に友達の意見を聞く姿勢が十分に身に付いています。 

11月に実施した第３学年の修学旅行では、タクシー研修や旅館の部屋において、グループの友達と協力し助け合って活動
していました。また、時間やルールを守るとともに礼儀正しく行動し、健康かつ安全に３日間を過ごすことができていまし
た。上記の質問項目で全国平均を上回っている点からも、中根台中学校の生徒たちは、「思いやり」「相互理解・寛容」「勤
労」「社会参画・公共の精神」「遵法精神、公徳心」が、身に付いています。生徒たちには、ぜひ自分たちのよさ、すばら
しさに自信をもってほしいと思います。 
 

中根台中学校（３学年生徒）で、肯定的な回答が全国平均を下回っている項目（課題） 
(５)質問：自分でやると決めたことは、やり遂げるようにしていますか。 
本校：79.5％、全国：84.2％ 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた割合が、全国平均を下回ってい
ます(－4.7％)。主体的に決める経験を重ね、やり遂げることができるよう支援し、達成経験が得られるようにしていきます。 
(６)質問：難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 
本校：61.3％、全国：65.9％ 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた割合が、全国平均を下回ってい
ます(－4.6％)。生徒個々のよさを認めて自己肯定感を高めるとともに、「失敗してもよいこと」「失敗を乗り越えて成長して
いくこと」を生徒に繰り返し伝えていきます。 
(７)質問：学級の生徒との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていますか。 
本校：72.1％、全国：77.8％ 「当てはまる」「どちらかといえば、当てはまる」と答えた割合が、全国平均を下回ってい
ます(－5.7％)。感染症対策を徹底しながら、さらに積極的にペア・グループ学習での話合いを行うことで、自分の考えを深め
ることができるような学習課題づくりと授業展開の工夫をしていきます。 

中根台中の生徒は、「決まりを守る」「黙働清掃に取り組む」「当番活動や係活動に責任感をもって取り組む」など、素
直で物事に真面目に取り組むところがよい点です。一方、「よりよい自分なるため創意工夫する」「学力向上のために不断
の努力をする」など、「自主」「向上心」「強い意志」等にやや課題があるのかもしれません。現在の自分に自信をもつと
ともに、友達と協力しながら、様々なことに積極的に取り組むことで、自己を成長させて自らの夢や理想に近づくことの喜
びや楽しさを味わえるように全教職員で支援をしていきます。 

 
 
 
   

 

 

 

学校評価アンケートへのご協力ありがとうございました。貴重なご意見や励ましのお言葉をいただきました。保護者の皆
様からのご意見を基に、後期の教育活動をさらに充実させてきます。ご理解ご協力のほど、どうぞよろしくお願いします。

１２月 No.10 
 

１２月 ２日（木）輝龍祭代替行事(合唱コンクール)  １２月１４日（火）英検 IBA２年 

１２月 ６日（月）生徒会役員選挙           １２月１６日（木）短縮日課５時間（校内授業研修）                             

１２月 ８日（水）３年生実力テスト             １２月２４日（金）冬季休業前授業最終日 

１２月 ９日（木）自由参観日②③⑤⑥ 

 

冬休みは，１２月２５日（土）～１月６日（木）までです。 

 

中根台中学校便り 

http://www.city.ryugasaki.ibaraki.jp/nakanedaichu/news/R3zennkokugakusyuu.html


番号 内　　　容 対　　　応

1 学校が楽しい
・家庭や地域との連携があってこその学校教育です。これからも,子供たちが自信をもって活動

できるよう、全職員で支援していきます。

2
参観日の授業を子供達がとて
も楽しそうに受けていた

・これからも，分かりやすい授業づくりを目指して，職員研修を進めていきます。

3
子供が楽しんでオンライン授
業やホームルームに参加

・ご家庭の協力のおかげで、休校期間中も一人一台端末によるリモートでつながることができま

した。

4 子供の夢に対しての支援 ・これからも，生徒の夢や目標に寄り添った指導を継続します。

5 学級編成について
・学級編成は、生徒の人間関係や授業に大きく影響します。生徒が安心して生活できるよう、対

応していきます。

6 いじめ防止について
・生徒の小さな変化に気を配り、家庭の協力を仰ぎながら、いじめの早期発見・早期対応に努め

ます。道徳や特別活動を中心に、互いを認め合い、思いやる心の育成をしていきます。

7 台風時の下校について

・悪天候による下校の変更では、大変ご迷惑をおかけし、申し訳ありませんでした。生徒の安全

を第一に考え、市教育委員会や中根台中学校区小学校とも連携し、早めの判断・周知に努めま

す。

8
動画や写真，ＤＶＤの配付につ
いて

・個人情報や肖像権、予算面の問題が心配されます。父母と教師の会と連携しながら、検討して

いきます。

9 自主学習について

・生徒が自分の学びを振り返り、必要な学習を計画的に行っていく力（主体的な学び）は、新し

い学習指導要領で重視されています。自主学習の取り組み方について学級活動で考えたり、自主

学習に取り組む時間に幅をもたせ複数日に分けて取り組むことができるようにしたり、課題の量

を調整したりしていきます。

10 生徒対応について
・生徒の話をていねいに聞き、教職員間での連携をしっかりしていきます。学校と家庭の信頼関

係づくりに努め、協力し合って生徒の支援に当たります。

11 英検漢検試験について
・英検協会・漢検協会等のＨＰで案内されていますが、学校からも英語科・国語科を中心に発信

していきます。

12 先生の声の大きさについて ・感染症対策に気を付けつつ，学習内容が分かりやすく伝わるように配慮していきます。

13 学校の様子が見えにくい
・学校ＨＰやおたより等を工夫し、学校や子供たちの様子を発信していきます。後期にも自由参

観日を設け、子供たちの学習の様子や行事の記録を見ていただけるようにします。

14 学校からのお便りについて
・重要度の高い配付物を中心にメール配信による配付の周知を行っています。これからも活用し

ていきます。

15 アンケート項目について

・アンケート項目は，龍ケ崎市や中根台中学校区の目指す教育活動をもとに作成し，経年変化や

他校との比較からも分析しています。質問内容がより分かりやすく，判断しやすいものになるよ

う，改善していきます。

16 部活動について

・市教育委員会や中学校体育連盟と連携を図り、生徒の安全を最優先に対応してきました。国・

県の運動部・文化部活動ガイドライン（平日２時間程度、休業日３時間程度の活動、週当たり２

日以上の休業日を設ける）を守りながら、生徒の気持ちも大切にし，部活動の目的である「ス

ポーツや文化及び科学等に親しませ、学習意欲の向上や責任感、連帯感の涵養」を達成できるよ

う、部活動計画の見直しを行っていきます。

17
学校行事の保護者参観につ
いて

・市内の感染者状況や常磐線沿線であることを考慮し、生徒の安全・安心を最優先に、市教育委

員会を中心に、検討を重ねながら教育活動を行ってきました。毎日の健康観察等、ご家庭のご協

力ありがとうございます。今後、保護者の参観ができる方法を工夫していきます。

18 不登校生徒の対応について
・「心の居場所」「絆づくり」の場としての魅力ある学校づくりを進めています。これからも，

ご家庭の協力を仰ぎながら，自立への支援を行っていきます。

学校評価アンケート（保護者記述）R３.10


